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撫

順

炭

の

性

質

と

其

用

途

（

拔

萃
）

南
滿

洲
鉞

道
株
式

會
肚

撫
順
炭
礦
編
纂

　
本
篇
は

去

る

三

月

下

旬

よ
り

四
ー4

上

旬
に

亘
り

て

擧
行

ぜ

ろ

本
會

滿
鮮
大

會
の

笳

撫
順

炭
礦
に

於

て

參

加

曾

員
に

特
に

頌

興
ぜ

ら

れ
六

ろ

同

炭

礦
調
査
資

料
に

し

て

原
看

は

總
頁

數
百
六

十
な

超
へ

挿
圃

、

裏

等
は

各

數

十

右

草
ふ

べ

き

も
の

に

し
て

燃
料
研

究
は

勿
論

燃
料
の

供
給

並

に

浩
費
者
に

對
し

て

も

好
個
の

參

考

資
料
れ

り

と

す
、

本
曾

は

之

な

詳
細
に

載

錬
し

て

會
員
諸

君

に

紹
介

し

度
盞・
希
望

な

ゐ

も

紙
數

に

限

あ

る

秘

逍
憾
と

す
、

左
は

特
に

撫
順

炭
頭
の

詐
請

な

得
て

之

存

拔

萃
粥

載
ぜ

ろ

も

の

な
り

、

之

が

編

纂
に

對
し

南
滿

洲
鐵

迸

檬
式

會
紅
の

好
怠

を

深

謝
す

へ

燃
料

協
會
編
韓
）

第
一

、

撫
順
炭
の

性

質
大

要
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撫

順

炭

田

成

因

　
撫
順
炭
田

の

生
成
時

代
が

新
世

代
（

O
翫
昌
ONO

♂
）

中
の

第
三

紀
（

目
O

言
雷
り

図
）

に

騎
す

る

も
の

な
る

事
は

異
論
な
き

處
に

し
て

露
國
人
パ

リ

ビ

ン

氏
（

臼・

＜・

冒
撃
一幽
ぼ同
μ

）

は

大
炭

暦
の

直
上
に

産

す
る

植
物
化
石
を
鑑
定
し

中
薪
世
（
フ

宀
一

〇

〇

¢

出
 

）

な

り
と
せ

り

本
炭
冊

は

東
西
「

○
哩
南
北
二

哩

に

渡
り
二

つ

の

爽
炭

暦

を
有
す

主
要
爽
炭
暦
及
下
部
夾
炭

暦
是

な

り
之
等
の

中

下
部
夾
炭
唐
は

酉
部
に

於
て

は

直
ち
に

基
岩
た
る

花
崗
岩
質
片
麻
岩
上

に

存
在
す
れ
ど

も

東

部

に

於
て

は

中
生

代
（］
ぐ
【

O
貯

ぴ
O
賦

O
瞬

O
）

の

安
山

岩
、

玄

武
岩

等
の

諸
岩
を
夾
む

、

主
要
夾
炭

暦
は

石
炭
暦
（

夾
竣

騒
の

下
部
に

し
て

暦
厚
は

酉
部
に

於
て

四
〇

〇
呎

東
端
に

於
て

三

〇
呎

あ
り

，

第
一

岡
參
照
）

油
母

頁

嶽
暦
（

夾
炭
暦
の

中

部
石

炭
贋
の

直
上
に

位
し

厚
さ

＝
二

〇

1
一

五

〇
米
あ
り
）

及
緑
色
頁
炭
麿

（

爽
炭
暦
の

最
上

部
に

し
て

厚
さ

は

大
斷
暦
の

爲
不
明
な
り

）

の

三

暦
よ

り

成
り

第
三

紀
玄
武
岩

を

距
て

」

下

部
夾
淡
屠
の

上
部
に

位
し
渾
河
の

大
斷
暦
に

よ

り
て

二

〇
度
（

炭
田

の

酉
部
）

乃
至一
二

五
度
（

炭
田

の

東
部
）

の

角
度

を
以

て

北
方
に

傾
斜
す

（

第
二

鬪

參
照
）

　
　
　
　
講
話

及
資

料
　

　

撫
順
炭
の

性

質
と

其
用

途
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撫
順
炭
田

は

叙
上

の

如

く
廣
汎
に

し

て

共
の

炭
質
は
東
閥

を
通
じ
て
「

様
な
ら
す
左
に

之

を
束
酉
及
巾

央
部
の

三

區
に

分
ち
各
匠
に

産
す
る

石
炭
の

物
理

的
並
に

化
學
的
性
質
の

差

異
を
略

記
せ

ば
次
の

如
し

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

物

　
理

　
的

粍

質

差
　
異

　
　

炭
田

四

部

（

古

城
子

炭
）

（

イ
）

　

不

純

物

な

夾
有
ぜ

ざ

る

大
塊
な

な

ぜ

る

も

の

　
　
多
く
他

々

肉
眼

に

て

も
木

目
な

認
め

得
る

も

の

　
　
あ

り

（

口

）

　

漆
腴
光

澤

な

呈

寸
る

も

の

可．
成

の

厚

さ

に

出

　
　
づ

ろ

秘

縛
徴
と

す

（

ハ

）

　
炭
質
は

脆
く

粉

状
に

な

η

易
し

　
　

　

　
　
　
　

　

　
化

學

的

性

　
質

　
　

　

　
四

　
部
　
（

大
山

淡
b

古

城

子

炭
）

（

イ
）

　
水
分

多

く
灰

分
少
し

而

し

て

不

粘
結
性
な

り

（

ロ

）

　
炭
化

作
川
比

較

的
逞
ろ

　
　

炭
田

巾

央
部

　
（

萬
逹
屋

炭
）

（

イ
）

　
層
歌
正

し

く
明

瞭
な

る

も

の

多
く

就
中

細

き

　
　
暦
状
か

鴬
す

も

の

多
し

（

ロ

）

　
光
澤
張

か
ら

ず
「
ド

ン

ヨ

リ

」

ぜ

る

も

の

多

　
　
し

　
（

ハ

）

　
墜
き

も

の

脆
き
も

の

種
々

あ
る

も

前

辮
の

方

　
　

稍
多
し

差
　
異

　
　

炭
田

東

部

（

龍

鳳

炭
）

（

イ
）
　
光
澤

強
き
極

め

て

薄
き
部

分
が

暗

炭

部
と

無

　
　
數
に

重

疉
ぜ

る

も
の

著
し
く

多
し

〔

ロ

）

光

澤
は

成

暦
而

に

直
角
な

ろ

研

磨

面

に

て

は

　
　一，
キ

ラ

キ

ラ
」

す

る

性
あ

る

も

自
砥…
破

面

は
山

城

層

　
　
両．
」

亭

行

な

る

板
胱
畆
呈

し
光

濃

な
し

（

ハ

）

　
堅

き

も

の

脆

き
も
の

共
に

あ

リ

但

し

層
胱

不

　
　

規

則

な

ろ

も
の

は

脆
く
成

層
ぜ

る

も

の

は

堅

し

　
　

　

　
束
　
　

冉円
　
（

塔
嘯
阻…
灰

b

龍
　

鳳

炭
）

（

イ
）

　
水

分
少

く

灰
分

多

く

し

て

揮

發
分

稍

少
く

粘

結
性
な

り

（

コ

）

　
炭
化
作
用

比
較

的
進
め

り

　
以

上
の

如

き
東
西

兩
部
の

炭
質
の

差
異
並
び

に

地
質
學
的
考
察
よ

り
撫
順
炭
田

生

戌
状
態

を
次
の

如

く
推
論
す

る

を

得
べ

し

即
ち

始
め

片
麻
岩

及
中
生
代

岩
石
の

可
成
深

き
水
底
あ
り

て

此
所
に

現
炭
暦
下

磐
を
な
せ

る

玄
武
岩
の

噴
出
み
り

て

後
水

準
は

稍
下
り
て

比

較
的
淺
き

溪
谷
と

な
り

亜

い

で

玄
武
岩
の

表
面

は

洗
ひ

去
ら
れ
て

何
か

の

機
會
に

於
て

下
流

即
ち
酉

方
に

堰
を
生

じ

水
の

殆
ん

ど
流
通
せ

ざ
る

淺
き
沼
澤
を
生
じ

、

此

の

時
よ

り
上

流

並
び
に

周
圍

に

繁
茂
せ

る

植

物
の

上
昇
洪
水

等
の

爲
め

に

漸
次

此
の

沼
澤
に

搬

出
せ

ら
れ
時
に

粘
土
質
を
も
沈

澱
し
茲
に

櫻
及
常
盤
底
の

炭
暦
及
び

共
の

夾
石

並
に

朝
日

暦
の

下
部

を
形

成
す
可
き
炭

泥
を
造
る

に

至
れ
る

な
り
次

に

水
準
再
び
上

昇
し

て

湖
水
と

な

り
て

水
生
並
び
に

陸
盈
植

物
の

沈
積
及
砂
粘
土

の

沈

澱
を
始
め

朝
日

暦
の

上
部

及
大
和
暦
富
士

暦
の

下

部

を
形
成
す
る

に

至
れ

り
然
る

後
再
水

準
は

上
昇
し
湖
水

と

な
り
富
士

暦
の

カ

バ

リ

ー

を
生
す

る

基
を

作
り

共
の

後

植
物
の

沈

積
は
全
く
共
の

跡
を
絶
ち

＝
二

〇
ー
「

五

〇
米
の

厚
さ
均
一

な
る

頁
岩
を
沈

積
し

續
い

て

現
在
線
色
頁
岩
と

稱
せ

ら
る

」

厚
謄
の

頁

岩
を
生

じ
た、

る

な
め．
斯
く
し
て

第
三

期
の

末
葉
地

殻
の

變
動
に

よ
り

運
河
の

「

斷
暦
を
生
じ
今
迄
水
亭
な
り
し

夾
炭
暦
は

突
如
北
方
に

深
く
陷
落
し

現
在
の

斜
傾
を

作
り．

　
　
　
　

講
話

及
費

料

　

　
撫
順

炭
の

性

質
と

其
用

鶏
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同 六 年 四 十 正 大

　
　
　
　
講
話
及

賚
料
　

　

籍
順
炭
の

性

質
と

其
用

途
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

五

九
〇

現
存
の

第
四

期
腰
た
る

砂
粘
土

及
黄
土
の

沈
積，
に

よ

り
不

整
含
の

被
覆
を
見
る

に

至
れ

る

も
の

と

想
像
し
得
る

な
り
、

是
よ

り

陶
植
物
沈
積
作
用

閉
止

し
て

頁
岩
の

沈
積
始
る

や

其
の

下
に

裡
沒
さ
れ
た
る

炭
泥
は、
地

壓
と
澀
度
と

の

爲
地
質
作
用
を
受
け
更
に

炭
化

作
用
を
受
け
て

今
日

に

至
れ
る

な
り
此

の

作
用
は

現
在．
と

雖
も
樹
纏
行
せ

ら

れ
つ

」

あ
る

な
り

撫
順
炭
の

各
成
分
竝

に

諸

性

質

撫
順
炭
分
杤
表

數
例
を
示

せ

ば

次
の

如

し

　

　
　
　
　

　

　
　
　
撫
順
炭
工

業
分

析
表

名

塔 龍 新 萬 老 東 大 千 古

　 　 　 逹 虎 　 　 金 城
連 鳳 屯 　 　 郷 由

　 　 　 屋 麌 　 　 寨 子

坑 坑 坑 坑 坑 坑 坑 坑 坑

水

　
分

％

六・
三

八

四
・
九

三

四
∴一
二

四
・

二

〇

四
・
五
一

四・
二

五

二
・
八

二

三
・
二

σ

→
∵

六

五

（

撫
順
炭
礦
工

業
課
分
析
）

灰

　
分

％

六
・

六

六

六・
〇
一

六
。
五

九

六・
七

五

七・
七

九

七・
四

九

九・
七

〇

一
〇・
一
八

一
亠ハ
。一
一
一
一

揮
發
分

％

三

九
二

二

「
∴

九
。
三
亠
ハ

三

八
・
五

五

＝一
七・
七

九

三

七
・
五

六

三

七・
一

〇

蕊

六
・
七
二

三

五
・
六

八

三

凹

∴
∴

七

固
定

炭
素
％

四

七
・

七

五

四

九・
七

〇

五

〇
・
五

五

五
一
・
二

六

五

〇・
一

四

五

丁
一

六

五

〇
・

七

六

五

〇・
九

四

四

六
・

七

六

發

熟

量

力

ロ

リ

ー

六
、

七

七

七

六
、

九
五

〇

七
、

〇

七

Q

七
黜

一
五

五

七
、

〇

四

六

七
、

＝
二

六

七
、

〇

七

五

七
b

一

〇
三

六
b

六

七
一

硫

黄
％

○・
六

六
一

〇
・
七

三

五

〇・
六

七
三

〇
・
七

六
冖

○・
七

二

六

〇
。
七

三

三

〇

λ
一
五

〇
・
八

七

五

〇
・
九

五

二

窒

　
素

％

一
。

二

二

七

一
・

七

七

八

一
・

六

九

八

】
・
八

四
四

一
・
八

八

七

一
・

八

二

八

一
・

八

七

四

二
・
一
〇

七

一
・
八

六

三

　
以

上

分
析
は

撫
順
炭
礦
工

業
課
に

於
て

撫

順

賣
炭
に

謝
し

大
正
一
「

年
一

〇
月

よ

り

＝
二

年
五

月

に

至

る

間
の

五

二

〇
種
の

試
料
に

就

き
施
行
せ

る

分
析

結
果
の

雫

均
値
な
り
と

す
、

試
料
採
集
方
法

は

毎
日

二

囘
各
坑
各
炭．
種
別
に

炭
車
の

表
面
に

於
て

數
箇
所
に

亘

り

全
量

約
冖

五
瓩
の

石

炭
を
採
り
之
を
碎
き

て

サ

ン

プ

ラ

ー

に

か
け
一

週

間
に

石
油
罐
「

抔
と

な
る

程
度
に

量
を
減
じ
更
に

之

を
四

分
し
共
の
一

を

他
の

罐
に

入
れ
「

箇
月

を
以
て
一

捧

と
な

し
更
に

ナ

ン

プ

ラ

ー

に

よ

り
一」
・

五

瓩
に

減
靖
し

直
ち

に

蓋
付
圓
形
鑓
力

罐
に

入
れ
分
析
室
に

逶
り
た

る

も
の

な
り

　

右
の

外
大
蓮
滿

鐵
中
央
試
驗
所
に

於
て

分
析
せ

る

結
果
を

擧
げ
れ

ば

左
の

如

し

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
撫

順
炭
近

成
分
析
表
　
（

滿
鐵
甲

央

試
驗

所
分
析
）
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本
分
析
の

試
料

探
集
方
法

は

大
略
次
の

如
し

，

各

坑
邏
炭
機
を
出
で

た
る

石
炭
一

五
噸
を

貨
車
に

積
み

込
み

貯

炭
場
に

邊
る

貨
車
卸
し
を
な
せ

る

各
一

五

噸
の

石

炭
に

羇
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法
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試
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各
坑

別
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炭

種
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就
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の

如
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を
探
集
せ
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試
料
其
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噸
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同
共
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噸
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同
共
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〇
〇
封
度
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更
に
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等
試
料
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か
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交
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た
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に

四

分
法
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行
ひ
一

六

〇
1
一

八

〇
瓩
に
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粉
炭．
な
れ
ば

共
儘
切
込
炭
な
ら

ば
之
を
碎
き
て
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吋
の

サ

ン

プ

ラ

　

　

　

　榊
講

話
及
咨ハ
料

　

　

撫
晒

撮
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の

性

質
と
苴｛
用
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九
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話
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滿
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所
分
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逸
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炭
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所
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一

　

〇・
〇

五

八

八

　

〇・
0
二

三

五

　

〇
・
〇

五

三

三

r

炭
　
　
　
　

種

萬
蕪

屋
坑

切

込

炭
の
一

同

　

　

　

　
　
　
　
二

同
　

　
　
　

　
　
　

三

同

　
　
　
　

粉

炭
　

同

　
　
　

　
　
’

三

龍

鳳

坑

切

込

炭
の
一

同

　
　

　

　

　
　
　
二

同

　
　
　
　

　

　
　
三

同

　
　
　
　

粉

炭
｝

同
　

　
　
　

　
　
　

三

　　　　　　　　　 募
999 ？ ？ ？ 9999 劣
三 二 ニ ー 一 一 三 三 二 二 燐
二 六

一 七 四 ．三 一 三 七 七 の

七 六 八 （
一
） 八 八 四 一

八 〇 量

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ％

石

炭冖
巾
の

燐
の

且
巫

％個

　

○・
〇

二

九
五

　

〇・
〇

三

一
七

　

〇・
〇

四
一
三

　

〇
・
Q
三

四

七

　

〇
。
〇

三
一
八

　

Q
・
〇
一
五

七

　

〇
・
〇
一
九．
O

　

O
三

Q
二

二

五

　

〇・
O
二

五

三

　

〇
2Q

三

八

七

　

撫
順
炭
貯
炭．
の

結
某
は
發
熱

量
の

低
減
は

極
め

て

些
少
に

し
て

東
郷
，

揚
柏
墾
の

一

七

箇
月

貯
炭
に

於
て

漸
く
二
。
三

四

％

の

減
少

を
示

す

に

過
ぎ
ざ
る

も
之
を
賢
際
汽
罐
に

燃．
燒
す

る

時
は

可
成
り
汽
罐
效

率
に

差
あ
り
即
寛
驗
に

依
る

に

舊
炭
の

使
用
は

新
炭
の

場
合
の

八

八
・
六

八

％

の

效

率
に

し

て

即
一
一
・

三
二

％

の

有
效
熱
量
の

低
減
を
來
せ

る

な
り
本
炭
貯
炭
上

危
險
温
度
は

略
華
氏
一

八

〇
度
な
る

故
に

若
し
一

四

〇
度

附
近
に

於
て

更
に

滑
度
の

上

昇
す
る

傾

向
あ
れ
ば

直
ち
に

移
動
共
他
逋

宜
の

處
置
を
講
す
る

を
要
す

　
　
　
　

　

　
　
　

第
二

、

撫

順

炭

の

用

途

　

既
述
せ

る

如

く
撫，
順
炭
の

性

質
は

其
の

滞
出
場
所
に

依
り
て

種
々

弟
異
あ

り

從
つ

て

共
の

川
途
に

於
て

も

自
ら
適

不
適
あ
る

可

く
之
を
大
體
に

分
類
せ

ぱ

略
次
の

如
し

　
（

イ
）

酉
部
炭
（

古
城
子

露
天

堀
、

大
山

、

東
郷
）

　

粘
結
性
少
く
次

分
の

量
少
き
を
以

て

蒸
汽
用

及
完
全
瓦

斯
化
用
炭
と

し

て

最
も
邇
常
な
り

　
（

ロ

）

中
部
炭
（

萬
逹
屋

，

老
虎
臺
）

　

抑
發

分
及

固
定
炭
素
暈
逋
當
に

し

て

叉

多
少
の

粘
結
性

を
帶
ぶ

る

が

故
に

瓦
斯
工

業
及
蒸
汽
用
に

適
す

　
（

ハ

）

東
部
炭
（

新
屯

、

瀧
鳳

，

塔
運
）

　

揮

發
分
比

較
的
少

く
粘
結

性
代
良
な
れ
ば

骸
炭
を

蟹
造
す
る

に

宜
し

　
以

下

本
炭
を
蒸
汽
用

、

セ

メ

ン

ト

燒
成
用

、

陶
磁
窯
用

．

骸
炭

製
造
珊

、

低
淞
乾
餾
川
及
瓦

斯
化
用
と

し
て

夫
々

遖
當
な
る

炭
を
使
川
し

得
た

る

贇
際
試

　
　
　
　

講

話
及
賚

料
　

　
撫
順

炭
の

性

質
と

其
用

途
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

五

九

七
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講
話

及
資

料
　

　

撫
順
炭
の

性

質
と

其
用

途

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
五

九

八

驗
結
果
に

就
て

蓮
ぶ
可

し

　
一

、

蒸
汽
用
蚩
と

し
て

の

成
績

　
〔

イ
〕

据
付
汽
罐
用
　
撫
順
炭
を
蒸
汽
發
生
翔
と

し

て

使
用
す
る

場
合
に

於
け
る

長
所
と

短
所
と

を
各
需
用
先
に

問
合
せ

得
た
る

結
果
を

綜
合
す
る

に

長
所

と

し
て

は
（

一
）

炭
謄
厚

く
且
つ
一

坑
の

出
炭
量
多

景
な
る

が

故
に

晶．
質
均
等
の

石
炭
を
需
用
者
に

供
給
し

得
（

二
）

點
火
容
易
に

し

て

燃
燒
歌
態
良
好
な
る

の

み

な
ら
す
ケ

ー

ク

の

程
度
少
く
旦
つ

友

燼
尠
き
を
以
て

汽
罐
取

扱
者
の

手

數
を
省
く
享
大
な
り

（

三
）

殘
次

量
少
く
殊
に

ク

リ

ン

カ

ー

の

暈
僅
少
に

し
て

罐
替

極
め

て

容
易
な

る

の

み

な

ら
す
共
際
蒸
汽
の

縻
力
の

薯
し

き

低
下

を
來
さ

す
（

四
）

硫

黄
分
極
め
て

少
き

を
以

て

汽
罐
を
腐
蝕
す
る

こ

と

少
し

、

而
し

て

短

所

と

し

て

は
（

こ
分
柝
上

の

發
熟
暈
は

多
き
方
に

非
す
而
し

て

次
分
少

き
割
合
に

汽
罐
蒸
發
昂
尠

し
（

二
）

汽
罐
の

種．
類
に

依
り

て

は

煤
煙
多
く
爲
め

に

は

煙

管

閉
塞
の

傾

向
あ
る

事
等
な
り

左
に

與
海
軍
工

廠
に

於
て

行
へ

る

撫

順
炭
外
二

種
の

石
炭
の

分
析
と

焚
燒

試
醗
結
果

左

掲
げ
て

參
考
に

供
す

　
試

　
　

用

　

炭

　
　

稀
　

　

　

　
　

　

　

　

　

水

　
分
解

／ o

　

　

　

　
　

灰
　

分

％
　

　

　

　

　
　

硫
　

黄
レ

／ o

　
撫

順

　

三
・
五

〇

　
皿
品

　

　

　

　

　

　

國
　

　

　

　

　

　

　

　

二
・
六

五

　乱
万

　

　

　

　

　

　

　

姑

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
・
四

〇

以

上

の

試
料
に

ょ

る

試
驗
結
果
は

次
の

如
し

　

炭

　

　

　

　

　

　
　
種

　
黙

火

汽

醸

炭

量

（
瓩
）

　
點
火
よ

り

窯
汽

發
生

迄
の

晴
陶

黙 點 給 EG，蒸 試 試

諾 水 汽
發

驗

　
111」

觀 　總
験

の 罐 　mE．　7jく
炭

難
水

度

櫨  
　 　 　 　　
　 ：［4
　

佩 平 封 （ 　　（

易 度 弩ε琶 flll琶

　

　

　

M
門

。
亠
ハ

五
　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

〇。
五「
二

　

　

　

七・
〇
三

　

　

　

　

　

　

〇。
四

八

　

　

　

六
・
三

九

　

　

　

　

　

　
〇・
四

七

撫，
順

塊
炭

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

豊
國

塊
炭

　…
冖
七．
U
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二

八

〇

　
三

五

分

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

〇

分

　　　七

易 二

　　　　　　
＝1．

　　　　　　四

四　四　二

八 〇　八

時
三 　五
（
．
） （⊃

分 O

五

　　 七 五 　PLI
易 八 一・〇 三

暗
冠 　「圧

○ （．）
分 Q

固
定

炭
素

％

五

九・
四

〇

五

六
・
二
一

五

七
・

六

Q
方
城

塊、
炭

　

二

九

〇

　
…
∴

五

分

　

五

〇
Q

二

時
汎

○
分

「一、
、

五

七

二

　

　

四

〇

　

　

四

氏

　

一
二
『一

　

　

　
易
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　 　 　 　 　 共
套 O ⊃ 大 他 ク 灰 攝 ク 燃 火 邁 發 火

蒲鑼1龍癩勘
llボ麸1羅纛
鯲 グ 傳一 　レ 獄

時 71 酊

開 ト 積

i 呉 ノ丶

翼

批 　 　 瓩

判 　 　 の

を 　 　 蒸

翼 　薙

蔑 愈 　 塗
次 　 　 　 　 　 　 　 量
の 一

七 八 　＿ 　 な

誓獄 ・ 野 蓄
　 九 三 「三 ヌ鬼 九 五 良 ご」 長

　

　

　

　

　
長

發
煙

稍

多
量
（

黒
）

　

　

　

　

良

　

　
．

讐

−
山ハ
・
五

　

　
一

〇・
三

九

　

　

　

小

塊

　

　

八
・
四
一
．
「

　

一

丁
四
一

　

　

二
。

三

〇
八

　　　　　　
○ 一
二 　四

九

八 　　　
一・

五 小 〉

モ 塊 九

　　　　癸
　　　　煙
　　　　 多
　 　^ 　 　 　 　 　丿 ■凾
臣   　 　　 当  

　　　　 1・1ゴ
五 良 ぐ） 長

（

四
）

撫
順．
炭
な
ろ

が

爲
に

特
別
に

注

意
す
る

事
項
な
し
但
し
普
通
石

炎
よ

り
は

要
ず

る

に

火

暦ヒ．
観

圜

く

す

る

方

利
谷
な

ら

ん

か

（

五
）

成

績
良
好
の

方
，

但
し
微
粉
の

多
き

を
缺
點
と

す

宇
治
川

電
氣
幅
崎
發
電
所

（

「
）

機
關
極
類

黜

エ

ォ

リ

ー
・

シ

テ
ィ

ー
糎

汽

罐
、

同
ス

ト

ー

カ

ー

附

（

二
）

單

位
面
積
に

對
す
る

焚
燒
割
合

、

火
床
面
積
「

七

九
雫
方
呎

、

冖

平

方
呎

毎
時
焚
炭
量
約
三
〇
斤

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

ロ

（

三
）

焚
炭
に

關
す
る

注

意
事
項

、

撫
順
双
は

特
に

ダ
ン

パ

ー

の

調
節
必

要
に

し
て

微
粉
多
き
故
7
ア

イ

ア
・

バ

ー

の

整
定
必

要
な
り

今

津
發
電
所

（

「
）

機
關
蹣

憚

類…
馳

バ

ブ
コ

ッ

ク

水
管
式
ス

ト

ー

カ

ー

附

（

二
）

單
位
面
積
に

對
す
る

焚
燒
割
合．

火
床
面

積
一

九
二

竿
方

呎
一

〇
罐
及
火
床
面

積
ニ

ニ

四
罕
方
呎
二

罐
に

て
「

牛
方

呎
に

封
す
る

焚
燒

割
合

約
「

　
　

講
話

及
費

料
　

　
撫
順

炭
の

性

質
と

其
用
途

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
充

九

九
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一

　

　

　

講
話

及
資

料
　

　
撫
順

炭
の

性

質
と

其
用

途
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

六

〇

〇

　

　

九
斤

　
（

三
）

焚
炭
に

關
す
る

注

意
、

大
髄
撫
順
三
其
の

他
の

石

炭
七
の

割
合
に

て

混

燒
せ

る

故
撫
順
炭
單
味
焚
燒
の

成

績
不
明
な
る

も
罩

味
な
れ
ば

五
％

位
消

　

　

費
量

多
か

ら

む

次
に

大
正
一
一

年
五
月

撫
順
炭

礦
東
郷
坑
に

て

試
驗
せ

る

成

績
を
擧

ぐ
れ
ば
左
の

如
し

　

　

　
使
用

汽
罐

、

パ

ブ

コ

ッ

ク
・
エ

ン

ド
・
ウ

イ
ル

コ

ッ

ク

ス

多
管

式

　

　

　
罐

　

　
胴

し

徑
四

吠
、

長
ニ

ゴ

吠
六

吋

　

　

　
管

．

　

　

　

徑

四

吋
長
一
八

呎
數
一
八

〇
本

　

　

　
全

受
執…
面

積
、

四
、

○
二

〇
挙

方

叺

　

　

　
馬

　

　
　
力

．

四

三

〇
馬

力

　

　

　
チ
ヱ

笛

ン

・

グ

レ

ー

ト
・
ス

ト

ー

カ

；
、

長
八

呎
六

吋
、

四

駅

四

吋
、

而

積
三

七
・
四

準
方

駅

　

　

　
利

用

面

積
麕

三
七

〇
卆

方

駅

　

　

　
燃

幢抛

室
，

巾

八

灰
，

長

七

呎
六

吋
、

高
三

眠
容
積
一
七

七

立

方

吠
、

火

床
而

積

毎
卆

方

呎
に

對
し

四
r

七

八

立

方
叭

以

上

の

如
き

汽
罐
を
試
川
し

三

日

周
毎
ロ

＝
一
時
闇

六

囘

の

試
驗
の

串

均

結
果
を
示

せ

ば
次
の

如
し

　

　

　

　

　

　

　

　

q
凪

灰 灰 蒸 蒸 通 焚 塊 焚 給 給 室
レ ）

焚 　 　 汽

峡 　 汽 　 　 　 　粉 　 水 　 内

鈩
壓

炭 薩 水

す 　 温 爭 　 　 割 　 淑 　 il
る 　 　 　 1
％
　 址 度 （！風 厚 合 量 度 量 度

石

炭
一

封

度
に

對
了

る

蒸
發

量
（

華
氏
）

（

封

度
》

（

華
氏
）

（

封
度
）

（

吋
）

（

水
柱
吋
）

（

平

方
吋

封

度
）

〔
華
氏
）

（
封
度
 

　

　
（

封

度
）

　

　

　
一

〇
三
。

七

度

一
六

八、
一
一
四
・

三

七

　

　

　

　

＝一
〇

度

二
一

陶

九
四…
二

・山
ハ

山
ハ

　

　

　

　
ニ

七
・
〇
四

　

　

　

　

　
四・
00

　

　

　

　

　

　
0
・
五

　

　

　

　

　
一

四

九

　

　

　

　
三

六

五
・

五

　

二
b

七

九
一
・
山
ハ

ニ

　

　

　

　
一
二
・

二

五

　

　

　

　

　
七・
六

五
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號 三 十 ．冖三 第

　
　

　

　
同

　
上

換

箪

蒸

發

蓮

（

封
度
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八
。
ヒ、．…

　

而
し
て

之
に

饗
す
る

烟

道
瓦

斯
の

分

析
は

干
均
左
の

通
り

と

す

　
　

　

炭
酸
瓦

斯
九。
二

％
　
酸

素
一
二
・
四

三

％

　
→

酸
化山
灰

素
O
・
一
一

％

　
窒

素
七

八
・

二

六

％

　

以
上

の

結
果
よ

り
汽
罐
焚
燒
に

於
け
る

熱
分
布
を

作
り
汽
罐
の

構
造
と
結
び

付
け
て

考
察
す
る

に

次
の

如
し

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

BTU

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

％

　
　

汽
罐
に

吸
收
ぜ

ら

れ
れ

熟
量

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
八

、

四

七

三

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
六

六
・

八

訌

　
　

石山
灰

中
の

水
分
の

来…
發
に

依
る

損

失

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六

〇

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
〇・
四

八

　
　

乾

煙
疸

瓦
欺
に

ょ

り

放
失

ぜ

ら．
ろ

丶

損
失
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
一

、

七

七
二

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
一
∵

∵

九

八

　
　

水

素
の

燃

燒
に

よ

り

生

成

ぜ

る

蒸
汽
に

よ

る

損
失

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

六

二

五

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

四。
九
三

　
　
一
酸

化

炭
索
に

よ
る

損

失

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
八

四

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
〇・
六

六

　
　

灰

分

中

の

燃

蟯
物

質

に

よ

る

損

失

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

〇
九

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
四・
〇
一

　
　

空
氣
中

の

水

分
加

熟
に

依
る

る

損
失

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
二

六

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

〇・
二
一

　
　

其
他

輻
射

弊
に

ょ

ろ

損
失

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一
、
一
二

九

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
八・
九

〇

　
　

乾

燥
石

炭
一

封
度
の

發
熟

量

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
　一
二

、

六

七

八

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　一

〇

〇・
OO

　

此
等
の

諸
試

驗
を
基

礎
と

し

撫
顴
屍
を
使
用

す
る

汽
罐
の

設
計
に

必
要

な

る

要
點
を
指
捕

す
れ
ば

次

の

如

し

2
）

燃
燒

速
度
は

四
〇
1

五

〇
封
度
位
に

取

る

可
し
Q
じ

過

剩
室
氣

量
は

六

〇
1
七

〇
％
（

三
）

火

室
面

積
の

火
床
面
に

對
す
る

比

は

約
四
・

九
−

五

（

四
）

火
室
の

形

駿
に

就
て

は

燃
燒
瓦

斯
が

最
初
に

汽
罐
の

加

熟
面

に

觸
る

」

迄
に

距
離
を
許
す
限
り

長

く
取
り
徇
燃
燒
瓦

斯
が

室
氣
と

充
分
に

混
合
す
る

様
混
合
氣
體
に

相
常
の

速
度
を

與
へ

て

方
向
を
輻
換

す
る

樣
注

意
す

る

事
（

五
）

焚
炭
法

に

就
て

は

ア

ン

ダ
ー
。

7
イ

ー

ド
・

ス

ト

ー

カ

ー

を
探
用
す
る

を
最
艮

と

し
（

六
）

通

風
に

關
し

て

は

前
記
の

焚
炭
法
を

採
用

す
る

時
は

自
然
通
風
に

て

差
丈
へ

な
き
も
乎
焚
又
は
其
他
の

節
炭

器
に

依
れ

る

時
は
一

部
分

機
械
通
風
に

依
り

多
く
の

逡
氣
孔
よ

り
和
常
の

速
度
を
以

て

火

暦
面
に

吹
き
付
く
る

事
甚
だ

望
ま

し
き
事
な
り
徇
途
氣
を
豫
熱
す

る

に

於
て

は
一

暦
艮

結
果
を
得
る

は

勿

論
な
り

　
撫
順
炭
は

微
塵
双
燃

燒
法
に

よ

り
之
を
燃
燒
せ

し

む

る

は

最
も
好
適
な
る

も

の

な
り

左
に

鴬
炭
礦
第
三

發
電
所
に

て

行
ひ

し

微
塵
燃
焼
の

結
果
を
普
通

汽

罐
に

よ
る

燃
燒
ど
比
較
對
照
し
共
の

大
樣
を
知
ら

し
め

ん
と

す

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

微

塵
炭

燃
燒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曹
逅

汽
罐

燃

燒

　
　

　

　

講
話
及

資
料

　
　
撫

順

炭
の

性

質
と

其
用

途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

〇
一
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講
話

及

賚

料
　
　

撫
順

炭
の

性
贄

と

其
用

途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

〇

二

　
　
試

焚

箇

所

　

　

　

　

　

　

　

皓
三

發
常

所

　

　

　

　

　

　

　

東

郷

坑

　
　
使

用

炭

種

　

　

　

粉

炭

　

　

　

切

込

炭

　
　
使
用

石

炭

發
熟
量
冖
BTU

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八
、

〇

五
（

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＝
一

、

六

七

八

　
　
石

炭
画

封
度

當
り

蒸

汽
熱
最r13TU

）

　

　

　

　

　

　

　

六
、

五

六

〇

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
八

、

四

七

三

　
　
汽

　

罐

　

效
　

寧

　、
o ／

川

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八
一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六

七

　
〔

ロ

〕

　
機
關
慮・
用

　
機
關
車
用・
炭
と

し

て

の

必

要
條
件
は

（

こ
蒸
發
力
大
な

る

事
（

二
）

所
要
蒸
汽
を
出
來
る

だ

け
速
か
に

所
定
の

汽
囈
迄
高
め

得
る

事

（

三
）

粘
結
力
少
き
事
〔

四
）

友

分
尠
き
事
（

五
）

硫
化
物
の

含

有
量
尠
く
し

て
（

六
）

火
持
ち
良
停
な
る

事
な
り

、

之

等
各
條
件
に

對
し

撫
順
炭
の

性
質
を
照

し
て

見
る

に
（

こ
に

關
し

て

は

未
だ

本
最
を
使
用
し

た

る

正

確
な

る

數
字
無

け
れ

ど

も
奉
天

鐵

道
事
務
所
に

於
け
る

入
換
機
關
車
に

於
て

荷
車

試
驗
を
行
ひ

た

る

結
果
に

依
れ

ば

撫
頤
切
込
炭
一

封
産
の

蒸
發
す
る

水
最
は

歌
燒
速
度

（

火
床
毎
罕

方
呎

當
り
）

四
〇

封

度
内
外
に

於
て

半

均
五
・
一
一

封
度
な
り
き

斯
の

如

き
は

極
め

て

不
良
な
る

成

績
と

武

ふ
べ

き
な
り

然
れ

ど

も

單
な
る
一

囘

の

試

驗
並
び
に

斯

く
の

如

く
停
止
囘

數
の

多

き
場
合
の

數

字
は

信
用
す
る

に

足
ら

す

且
つ

本
炭
と

略
同

様
の

成
分
を
有
す
る

イ

リ

ノ

イ
ス

炭
の

結
果
と
比

較
し

て

甚
だ
し

く
不

良
な
る

事
よ

り
想

像
し

て

一

贋
焚
き
方
に

於

て

研
究
改
善
の

餘
地

あ
り

と

考
へ

ら
ゐ
（

二
）

及
（

三
）

に

關
し

て

は

撫

順
炭
は

何

等
申
分
な
く

（

四
）

に

就
て

は

巳

に

知
る

如

く
茨
分
少

く
火
暦
の

整
理

頗
る

容

易
に

し
て

何

等
火

夫

の

技
術

を
要

せ

す
（

五
）

硫
化
物
亦

少
く
良
好
な
る

も
（

六
）

に

對
し
て

は

火
持
良
好
な
ら
ざ

る

の

猷
點

あ
り

故
に

撫
順
炭
は

焚
き

方

容
易
な
る

も

経

濟
上

よ

り

見
る

時
は

焚
き
方
の

困
難
な
る

石
炭
な
り

と、
冨

ふ

を
得
可

し

依
つ

て

火

夫
の

熟
練
と

注
意
と

に

よ

り
此

の

缺
點
を

補
ふ

外
更
に

經
濟
的…
ー−
之

を
使
川
す

る

方

法
を
研
究
す
る

要
あ

り
而
し
て

目

下
共
の

研
突
の

過
程
に

在

る

も
の

次

の

二

あ
り

即
ち
混

合
燃
燒
法

及
微
塵
殊
燒
法
之

れ

な
り

溌
合
燃
焼
法

は

撫
順
炭
及
煙

臺
炭
の

混
合
に

よ

り

て

實
地
試
驗
を
行
ひ

た
る
」
ー−
良
結

果

を
得
た
り
煙

臺
炭
は

揮
發
分
少
く
火

着
き

良
好
な
ら
ざ
る

も
一

度
點

火
せ

ば

火
持
ち

長

く
、

之
に

依
っ

て

撫
順
炭
の

缺
點
存

補
ふ

次
第
な
り
，

實
地

試
驗
に

於
て

は
撫

順
炭
煩
臺
炭
の

割
A
旦
二

對
一

よ

り
冖

對
一

の
 
圓

に

於
て

最
艮
の

結
果
を
得
た
る

な
り

　
叉

上

記
と

同
様
の

理

に

よ

り
撫

順
炭
と

同
炭
礦
工

業

課
に

て

製
造
し

た
る

牛
骸
炭
と

の

混
合
歌
燒
を
試
み

た
り
然
れ
ど

も
未
だ

共
の

試
驗

囘
數
僅
か
に

し

て

共
の

適
否
を
斷
定
ず

る

に

は

荷
充
分
の

研

究
を
要
す

可

き
も
左

に

試
驗
成

績
の

二

三
を
示
し
て

參
考
に

供
せ

ん

と

す

　

本
試
瞼
に

使
用
せ

る

牛
骸
炭

分
析
表

　
　
　

水

　
　

　
分
　

　

　

　
　

二

六
・
四

％

　

　

　
　

　

　
揮

　
發

　
分
　

　

　

　
　
　一
五

∴
二

六
〇／
刈

　

　

　
　

　

固

定

炭

素

　
　

　

　

　

六

五
．
一
五
彫
／ o

　
　
　

灰

　

　

　

分

　

　

　

　
一

六
・
八

五

％
　

　

　

　

　

發

　

熟

　

童

　

　

　

　

　

　
六

、

八

七

五

力

ロ

リ

ー
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一

無
順
炭
と

牛
骸
炭
と

の

混
合
焚
燒
試
驗

　

　

　

　

　

　
　

　

試

驗

成

績

外

温

氣

度
（

F
）

給

水

濫

度
（

F
）

機

關

車

番

號

燃

料

混

合

比

梵

燃

料
使

用

量
（

封
度
）

生

成

灰

鼠
（

封

度
）

總

仕

事

時

總

使

用

水

量
（

米

哦
）

毎

封

度

石

炭

に

て

蒸

發
せ

し
水

景
（

米
峨
）

爨…
汽
の

熟
量
汽
BTU

）

燃

燒
に

ょ

り

得
れ

る

熟

量

　

　
　
（

B
肥

U
）

蒸

　

　

發

　
　

傘

同

換
算
奉
（「
＝
二

度
）

1

　

全

七

四・
孟

D
三
ご

　

兮

　

　一

六

δ

8
　一
三
廨

問一
〇

時

ー
究

分

量
、

四
〇

〇

　
四

二］
ヨ

一
−

鑑
七。
六

　
「

三
三

　一
ま

豊

　
四

入
九

其

　一江

　
九

二

・

虱

　

七一

　
同
上

　
四

分一

　

　
一

四

b

突
〇

　

三
尢

δ

1
二

〇

二

『
六

8

　
手

蓋

　
同
上

一
、

三
唱

一
、一

六

〇

五・
九

六

備
考

−
衷
中
G
は

牛
骸

炭
B
は

撫
順

炭
為

衷
は

す

試

驗

成

績

其

二

總

仕

事

時

問

燃

料

馨
比

梵

燃

料
使

用

量
（

封
度
）

生

成

灰

量
（

封
度
）

試

驗

巾

蒸

汽

壓

力

　

　
　

　
　
（

撫
度
）

　

講
話

及
費
料
　

　

撫
順

炭
の

性

質
と

其
用
途

　

　
皿

　

き
主

　

七

二

　

同
上

　
四

分一

　

　
一

四

盆
ハ

0

　

嵩
六

＝

1
三

一「
ハ

」

四
二

〇

　
六・
三

　
同
上

一
b

三
パ

一
、

顎
（

七

三
〇

1

一

〇
時

ー
四

九

分

　

　
　

　

○

　

　
　

　
　一

　

　
六

、

OOO

　

　
　
ニ

ニ

六

　

　
　
一

七

八

　

　
17

　

宅

　

圭

　
同

上

　

　「

　

　一

六
、

蠱
O

　
菖

〇

三

＝

−

凶

鬯
δ隔
四

〇

〇

　
四・
莞

　
同
上

一驢
＝

三

一
b一

昊

虱・
葦

V

　

金

　

耄
同
上

　

　「

　

　一

六

盡

8
　
三

夭

九

1
四

四

轟
、

六
七

〇

　
四

人
七

　
同
上

一
、

三
二

三
至

　
五・
六
七

　

　
U

　

老

　

奎・
五

　

同
上

　
四

分
皇

　

　
一

气

夫
O

　

≡
Q

一
Q

⊥
天

二

嵩

L

六
〇

〇

　
六

三
並

　

同
上

一
L

三
二

一
、一

交

　
七・
三

〕

H

「
一

−
四

　

　

　
一

　

　

　
一

宀

ハ
》

三

五

〇

　

三

〇
二

　
一

七
二

　
　
皿

　
　
、

　
八

血

孟

　

七

〇

　
同
上

　
四

分
三

　
　
一

六
、

耄
五

　
二

冥

δ

上「
三

二

九
b

二

uO

，

四・
杢

　
同
上

一
、

三
く

一
ま
六
〇

　
玉

西
O

　
　
皿

　
　
V

　
九一
主

　

裔

　
同
上

　
　
「

　
　
〇

六
−

莞
O

　
里

全

δ

1
囚
三

量
D

盆
O

　
温・
八

（

　
同
上

一
b

三
四

三
竟

　
四・
曁

　
　

皿

一

〇

1
四
五

　
　

　
一

　
　

　
〇

六
、

七

九

〇

　

三

八

五

　
「
七

七

　

六

〇

三

IX

　

七

八

　

七

三

　

同
上

　

　
「

　

　
〇

七
、

三
〇

　

暑
七

δ

上
五

二

閲

b

宍
O

　
曽

7
三
亠

　

同
上

一
、

三
血

一
、

袤ハ
寧
（

（
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講
話

及
資

料
　

　
撫

順
炭
の

性

質
と

其
用

途

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
六

〇

四

　

　
　

　
同

大

氣

灘

度
（
F
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八

五

　

　

　

　

　

　

　

八

七

　

　

　

　

　

　

　

　
九

〇

　

　
　
　

伺

給

水

温

度
（

F
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

四・
五

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

五・
Q
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
七

四
80

　

　
　
　

同

使
用
總

水
量
〔

来
哦
）

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　
三

、

三
一

五

　

　

　

　
　

　

　
　

　

三
、

一
九

五

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

ニ
ー

二

二

〇

　

　
　
　

總

運

轉

時

間
（

分
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四
四

八・
八

　

　

　

　

　

　

　

　

四

六

九。
二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

八

三
・
○

　

　
　

　
休
自

富
使

用

靆
億

　

　

　

　

三

八

二

　

　

　

八

三

　

　

　

三
五

　

　
　
　

邏

驚
使

用

諜
麗

　

　

　

　
二

、

九

三

三

　

　

　
三

、

一

三

　

　

　

二
・
Q
九

五

　

　
　

　
毎

封
慶

燃
料
に

ょ
り

蒸

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

○・
五

五

二

　

　

　

　

　

　

　

　

〇。
五

〇
三

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〇・
三

二

八

　

　
　
　

發
ぜ

し

永

量

（

米
峨
 

　

　
　
　

同
（

定

躔
に

て
）
（

封
度
）

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

四・
六

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
四・
二

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
二
・
七

三

　

　
　

　

義

窘
箋
丁

艦

　

　

　

　一
、

一

九

七・
五

　

　

一
、

一

九
七
・
五

　

　

一
、

一
九

七
・
五

　

　
　

　
給
水

温
度
に

て

宥
ぜ

し

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

四

七
。
五

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
七

五
・
Q
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
六

四
・
0

　

　
　

　
勲

量
〔

B
『

u
）

　

　
　
　

燃

燒
に

て

書
譏
億

　

　

　
一

、

三
已
・
・

　

　

一
、

三
二
・
五

　

　

一
、

一
三

三
・

五

　

　
　

　
籖

　

　

發

　

　
蛮・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

二

六

　

　

　

　

　

　

一

二

一
五

　

　

　

　

　

　

　
一

二

六

八

　

　
　

　
同

換
算

率
（

二
→

二

度
）

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

・
五
。
三

三

　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

四
・
八

五

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

三
・
一
九

　

　
　

　

鸚
に

警
．
力

輛
一

　

　

　

　

・

三

　

　

　

・

七

八

　

　

　

四

五

二

　

　
　

　
｝
禰
鯉

臙

獺
轉
す
る

に

　
　

　
　

　
　

　
　
】
三
・

九

　

　
　

　
　

　
 
三

三

　
　
　
　
　
　
　
一
五

6

　

　
　

　

黶
欝
い

二
．

皋
方

　

　

　

　
三

奎

　

　

　
噸

三

六・
九

　

　

　

・冖
八
・
・

　

　
　

　
一

輛

哩
遐
韓

消
費
燃

料

　

　
　

　
の

石

炭
の

み

燃
焼
に

鬻

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

〇・
九
五

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

TO

八

　

　
　

　
す
る

比

　

　
　

　
灰

分

舍

有

比

％

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

三
・

八

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
四。
七
五

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
五
・
六

八

　

以
上
二

表
よ

り
推
論
す
れ
ば

點
火

、

運

轉
何
れ
に

於
て

も
牛
分
以
下

の

孚
骸
炭
を
混
合
使
用
す
る

は

可
能
に

し

て
、

更
に

進
ん
で

混
合
す
る

石
炭
の

質
を

併
せ

て

研
究
せ

ば

牛
骸
炭
使
用
上

有
利
な
る

結
果
を
得
べ

き
可
能
性
あ
り

機
關

車
に

於
け
る

微
塵
炭
燃
燒
に

就
て

は
未
だ
試
驗
を
行
は
ざ
る

も
撫

順
炭
は
微
塵
炭
燃
燒
に

は

最
も
好
適
の

石
炭
な

る

事
は
已
に

述
べ

た
る

如

き
も
の

な

れ
ば

適
當
に

機
關

車
を
改
造
し
使
用
す
る

に

於
て

は

蒸
發
力
を
増
し

從
つ

て

淌
費
を
減
じ
經
濟
的
に

有
利
た
る

を
得
べ

し

加
之
探
炭
の

際
産
出
せ

ら
ろ
」

相

當
多
量
の

粉
炭
の

處
理
法
と

し
で

絶
好
な
る

べ

く
將
來
大
に

研
究
の

要
あ

り

と
思
惟
す
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以

上
述
べ

來
り
た
る

處
よ

り

撫
順
炭
は

之
を

蒸
發
用
と

し
て

使

用
ず

る

場
合
決
し

て

不

適
當
な
る

も
の

に

非
す
し
て

寧
ろ

成

績
良
好

な
る

も
の

な
る

を
知

る

べ

し

然
れ
ど
も
揮
發
分
多

き

が
爲
一

般
標
準
の

据
付
汽
罐
又

は

機
關
車
に

使
用
す
れ
ば
發
熟
量
の

多
き

割
合
に

蒸
發
力
之
に

伴
は

ざ
る

嫌
あ
り

故
に

撫
順

炭
を
蒸
發
用
に

使
用
す
る

に

當
り
て

は

此

點
に

關
し
研
究
を
進
め

其
の

能
率
を
發
揮
ぜ

し
む
る

事
に

努
力
せ

ざ
る

可

か

ら

す
、

之
に

對
し

て

は

幾
多

の

方
法

あ
る

べ

け
れ
ど
も
左

記
の

も
の

は
考
慮
し
て

然
る
べ

き
も
の

な
る
べ

し
即
ち
（
一
）

現

在
の

標
準
汽
罐
又
は

機
關
車
の

「

部
に

相
當
の

改
善
を
加
ふ

る

事
（

二
）

微
粉
炭
燃
燒
法
の

廣
範
圍
適
用
に

向
ひ

研
究
す
る

事
之
に

關
し
特
に

考
慮

す
べ

き
は

不
完
全
燃
燒
は

揮
發
分
多
き
に

基
因
す
る

も
の

な
る

を
以
て

石

炭
の
「

部
は

之
を
低
温
乾
餾
に

付
し
其
の

得
た
る

孕
骸
炭
を
混
じ
て

使
用
す
る

事
に

し

て

更
に

進
み

て

は
牟
骸
炭
の

微
粉
燃
燒
に

も
推
廣
む
る

事
（

四
）

粉
炭
處
理

の

目
的
を
以
て

之
を
煉
炭
と
な

し
燃
燒
せ

し

む

る

事
等
な
り

　
こ

、

セ

メ

ン

ト

燒
成
囘
轉
窯
用
と

し

て

の

撫

順
炭

　
セ

メ

ン

ト

燒
成
囘
轉
爐
に

於
て

は

微
粉
と
せ

る

石

炭
を
強
壓
通

風
の

卞
に

窯
内
に

吹
込
み
燃
燒
せ

し

む
る

も
の

な
れ
ば
之
に

使
用
す
る

石
炭
の

具

備
す

可

き
必

要
條
件
は

次
の

如

き
を
可

と

す

　
（

一
）

表
面
水

分
少
き
事
（

二
）

邇

當
H

亙

の

揮
發
分
を
含
み

火
力
強

烈
な

る

事
（

三
）

荻

分
の

量
少
き
事
等
な
り
撫
順
炭
が

果
七
て

此
の

倏
件
に

適
合
す
る

や

否

や

を
吟
味
せ

ん

に

水

分
の

量
は

稍
多
き

に

失
す
る

事
あ
る

が
如
き
も
其
他
の

點
は

至
極
良
好
に

し
て

洋
友
囘
轉
窯
用
炭
と
し

て

遖
當
な

る

石

炭
な
の

と

云

ひ

得
べ

し
、

次

例
は
小
野
田

セ

メ

ン

ト

製
造
株
式
會
瓧
大
蓮
支
就
に

於
け
る

撫
順
粉
炭
使
用
の

實
績
な
り
と
す

　
一

、

石

炭
粉

碎

機
の

型
式

と

蜘
順

粉
炭
に

聲
す

る

其
の

能
力

　
　
　

粉

碎

機
の

型
式
．

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

三

鍾

振

浄
式

粉
碎
機

　
　
　

粉
碎
粗
細

度

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　，
米
國
二

〇
〇
目
篩
殘

滓
一
五

％

　
　
　
　
ご
時

間
の

粉

碎
能
力

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
、
OOO

瓦
（

粉
碎
前

乾
燥
ず
）

　
二
、

窯
内
に

於

け
る

撫
順

炭
微

粉
の

燃

燒
状

態
、

囘

韓
窯
内
に

吹
迭

す

る

や

容
易
に

引
火

し
短
時

間
に

大

部
の

熟

量
を

發
揮

す
る

事
な

得

　
三

−

洋
灰
一

樽

當
り

亭
均
石

炭
溶

費
量

　
　
　

窯
の

長
さ

八

〇

i
一
二

五

尺
の

も

の

に

て
ー−

五

〇
1

六

〇

瓩

　
　
　

窯
の

長
さ
一

五

〇
i

二

QO

尺
の

も

の

に

て

四

〇

1
五

〇

瓩

な

要

す

　
　
　
　

講
話
及

費
滞

　
　

嘸
順

炭
の

性
質
と

其
用
途
　

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　
　

六

〇

五
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帋
話

及
賢

料
　

　

撫
順

炭
の

性
質

と

其
用

途

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

六

〇
六

　
四，

洋
灰

燒
域
用

と
し

て

撫
順

炭
の

特

澂
と

缺

勲、

最
適
の

石

炭
に

し
て

灰

分
少
昏

爲
洋

灰
の

品

質
に

變
化
な
及

す
事

少
し

但
石

炭
微

粉
末
貯

藏
巾

自
然

發
火

な

趨
す

虜

れ
あ
り

　

三
、

陶
磁
窯
用
と

し
て

の

成
績

　

本
目
的
に

使

用
す
可
き
石
炭
は

燃
燒
し
易
く
且
つ

不
粘
結
炭
に
し
て

水

分
、

次

分
及
粉
分
少
き
も

の

を
以

て

優
良
な
る

も
の

と

す
之

等
の

條
件
に
封
し

撫

順
炭
は

頗
る

好
適
に

し
て

内
地
「

等
炭
に

比
し

寧
ろ

優
れ
る

も
の

乂

如
し
．

左
に

各
地

製
陶
業
屑
の

忌

憚
な
き
批
評

を
示

し
て

參
考
に

供
す

撫
順
炭
の

特
長

と
す

べ

き

點
は
（

一
）

火
勢
強
く
其
の

焔
の

燃
燒
逋

當
な
り

（

二
）

粘
る

事
な
く
（

三
）

全

部
燃
燒
し
次

屑
殆
ん
ど
な
し
故
に

ポ
ロ

を
生
す
る

憂
な
し
（

四
）

他
物
の

混
合
な
し

（

五
）

繪

窯
に

用
ひ

色
彩
鮮
明

、

筆
跡

明
確
に
し
て

光
澤
に

は

他
炭
に

求
め

得
ら
れ
ざ
る
一

種
の

味
あ
り

以
上
の

長
所
あ
る

も
叉
次
の

缺
點
あ
り

（

一
）

粉
分
を
生
す
る
割
合

稍
多
き

事
（

二
）

焔
の

長
さ

稍
短

し
と

言
ふ

人
あ
O
（

三
）

貯
炭
久
し

き
に
亙
る

も
の

は

熱
力
の

減
退
す
る

事
内
地
炭
よ

り
も

稍
多
し

　
四

、

骸
炭
製
造
用
と
し
て

の

成

績

　
骸
炭
製
造
用
と

し
て

の

原

料
表
の

具

備
す
可

き
性
質
は
（
一
）

粘
結
性
大
な
る

事
（

二
）

生
成
骸
炭
の

硬
さ
及
氣
孔
度
適

當
な
る

事
（

三
）

硫
黄．

燐
、

友
の

含

有
量
少

き
事
な
り

、

撫
順

炭
の

粘
結
性
は

其
の

産
地
東
西
を
通
じ
て
剛

様
な
ら

す
、

西
部
中
部
に

て

は
艮
好
な
る

粘
結
炭

を
産
せ

ざ
れ
ど
も
東
部
即
ち
龍
鳳

，

薮
屯

、

萬
蓬
屋
等
の

石
炭
は

粘
結
性
を
有
し
本

溪
湖
炭
の

如
き
粘
結
性
に
富
む
石
炭
と

邁
宜
混
合
す
る

に
於

て

製
鐡
用

骸
炭
と

し

て

充
分
使
用
に

足
る

も
の

を
得
る

な
り
然
れ
ど

も

最
近
研
究
の

結
果
漸
次
本

溪
湖
炭
の

量
を
減
す
る

を
得
た
り

、

之
よ
り

見
れ
ば

或
る

程
度
迄
撫

順
炭

單
味
骸
炭
製
造
の

可

能

な
る

事

を
知
り
得
べ

き
な
り

．

撫
順
巌
を
用
ゆ
る

骸
炭
製
造
に
於
て

注

意
す
可
き

事
項
は
（

「
）

新
鮮
な
る

石

炭
を
用
ひ
（

二
）

急
激
に

高
温
に

熱
し

而
し
て
（

三
）

爐
の

幅
を
狹

く
し
（

四
）

龍
鳳

炭．

塔
蓮
炭

、

新
屯

炭
等
を
使
用
す
る

事
な

り

　
生
成
骸
炭
の

硬
さ

及

氣
孔
度
に

就
て

は

撫
順
巌
單
味
の

試
驗
は

行
は

ざ
る

も
本
溪
湖
炭
と

逋
量
混
す
る

時
は

他
の

骸
炭
に
比

し

遜
色
な
き

も
の

を
得
ら
る

る

を
知
る
（

栗
原
鑑
司
氏
明
治
專
門
學
校
學
報
第
二

卷

第
七
號
）

其
他
硫

黄
は

○
。

六

九
％
衣
分
は

約

＝
二

・

六
％

、

燐
分
○・
〇
七
二

iO

二

〇
四
％

附
近
に

し
て

硫
黄．

次
分
は

少

け
れ

ど
も
燐
分
は

稍
多
き
の

缺
點
あ
り

　
左
に

鞍
山
製
鐵
所
製
骸
炭
の

性
歌
の

罕
均
値
を
示

す

軆

靴

　

諜

　
−
的
性

質

鑓

　
婿

韈

N 工工
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號 三 十 三 第

之
等
の

骸
炭
使
用
上

の

成

績
に

就
て

は

鞍
山
製
鐵
所
に

て

行
へ

る

も
の

あ
り

，

左
記
の

通
り
と
す

　 ド 　

骸 宥 灰 固 原

炭

　

配

定

　

炭

效

　

炭

炭

消

費

素 分 素 合

　

　

　

田

銑

量
〔

二

四

時

聞
）

　

　

　

装

入
囘
皴
（

　
〃

　
）

　

　

　

大

　
　

氣

　
　

腰

　

　

　

濕

　
　
　
　
　

度

　

　

　

氣
　
　
　
　
　

　
温

　

　

　

途

　

風

　

熟
　

度

　

　

　
　一

瓱
骸
山

灰

當
り

鑛

石

量

　

　

　

同
　
石

　
灰

石

　
量

　

　

　

同
　

出

　

銑

　

量

　

　

　

同

　

鑛

　

煉

　

量

　

　

　

骸

炭
一
聒

中

OO

に

燃

　

　

　

へ

得
る

炭

素

　

　

　

之
れ
に

要
す
ろ

窒
氣

量

　

　

　

此

の

空

氣

巾

の

潟

氣

　

徇
撫
順
炭
よ

り

骸
炭
製

造
の

場
合
副
産

物
た
る

硫
安
の

量
多

き
事
は

撫

順
炭

使
用
の
「

大
特
色
に
し
て

其
の

歩

留
ウ

は

裝
入
淡
の
一
・
五

％

以

上

に

及
ぶ

　

五
、

低
温
乾
餾
用
と
し
て

の

成
績

　

撫
順
炭
の

低
温

乾
餾
に

就
て

は

目
下
研
究
中
に

矚
し

未
だ
決
定
的
の

も
の

に

非
ざ
る

も
今
日

迄
の

研
究
結

果
を
低
温
乾
餾
に

依
る

各
生
成
物
に

就
き

て

略

述
す
れ
ば
次
の

如

し

　

低
温
瓦
斯

、

從
來
行
は

れ
た
る

低
温
乾
餾
の

温
度
と
其
の

生
成
瓦
斯
の

發
熟
量
は

大

體
左
の

如
き
も
の

な
り

　

　

　
　

講
鯖

及
竇

料
　
　

籍
順
炭
の

惚

質
と

其
用

諭
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

六

〇

七

撫
順

炭
五

し

本

溪

湖
炭
五

　

　

　
　

八

六
・
九

％

　

　

　
　

　一

7
九
〃

　

　

　
　

八

〇
・
六

〃

　

　

　
　

　一

二

九
〃

　

　

　
　
一

四

70

瓩

　

　

　
　

　

三

八
・
四

　

　

　
　

　

七

六

九

粍

　

　

　
　

二

∴
ニ

ニ

五「

　

　

　
　

　

五
・
○
度

　

　

　
　
五

九
三
・
○

度

　

　

　
　

　

丁
四

四

瓱

　

　

　

○・
五

八

四

駈

　

　

　
　
○
・
八

三

八

瓩

　

　

　
　
○
・
六

四

八

瓩

　

　

　
　

0
・

八

三

瓩

　

　

　
　
三
・
七

立
方

米

　

　

　
　

　

八
・
○

瓦

撫
順

炭
七

、

本

溪
湖

炭
三

　

　
　
　

八
五
・
八

％

　

　
　
　

　一

三
・

O
〃

　

　
　
　

　
七

八
・

八

〃

　

　
　
　

　一
・
三

五

〃

　

　
　
　】
＝
一

∴

瓩

　

　
　
　

　

六

四・
七

　

　
　
　

　

七
山

ハ

三

粍

　

　
　
　

　

四

二

翼

　

　
　
　

　

二
・

五

度

　

　
　
　
四

八

七・
0
度

　

　
　
　

　

丁
三

四
瓩

　

　
　
　

9
六

八

五

駈

　

　
　
　
O・
七

四

〇
瓩

　

　
　
　
○
。

七

二

六

瓩

　

　
　
　
Q・
八

二

八

駈

　

　
　
三
・
六

八

立

方
米

　

　
　
　

　一
五・
三

瓦
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講
話
及

資

料
　
　

攜
順
炭
の

性
質
ど

其
用
邁

　

　

實
・

駐」

者

　

　

　

　

　

　

　

　
．．

乾
餾
濡

度

　

　

　

　

　

　

發
熟
量
（

カ

・

リ

ー
）

　

　

フ

イ
ッ

Ψ、
ヤ

渚

氏

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

五

〇
〇
度

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
七

、

七

〇

〇

°
　、
　
パ

ー

キ

ン

氏
（

ト

ー

ザ
ー
．
レ

ト

ル

ト
》

　

　

　

　

　
　

　

　、
七

〇
〇
〃、

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

．
　

　

五
、

八

〇

〇

　

　

内

藤

氏

　

　

　

　

　

　

八

〇

〇
〃

　

　

　

　

　

　

匹、
四

五

三

撫

順
炭
を
ト

ー

ザ

ー
・
レ

ト

ル

ト

に

依
り

て

處
理

し
た

る

塲
合
の

低
温
瓦

斯
の

成
分
並
に

其
の

熱
量
を
擧
ぐ
れ
ば
左
の

如
し

炭

　
酸

　
武

　
斯

不

飽

和

炭

化

水

素

窒 酸 水 メ
ー

　 　 　 　 酸

　 　 　 タ 化

　 　 　 　 炭

素 素 素 ン 素

計
算

發
熟

量
’

BTU

）

七 　 　 　 六 　 　
一

E 亦 Ti 弓 罕 丁 昏 龍
マ 九 呂 九 八 二 九 八
　 　 　 　 　 　 　 鳳
五 二 六 ニ

ー
二 三 四

　 〃 〃 ” ” 〃 〃 ％ 坑．

　

老
虎

台
坑

一

六
・
四

八

％

二
・
五

六
〃

五
・
〇
四
〃

五

三
・
一

二
〃

一

四
・
六

九
〃

　
一
・

三

〇
〃

六
・
八
一
〃

六

九

四・
0

六

〇
八

　

千

金

坑

二

〇・
〇
六

％

二
・

一
四
〃

王
。

三

六
〃

五

七・
四

三

〃

六・
五

九
〃

　

丁
四
一
〃

七・
〇
一
〃

七

〇
八
・
○

是
等
各
表
に

於
て

見
る

如

く
撫
順

炭
の

低
温
瓦

斯
の

熱
量
は

小

な
る

も

發
生
量
頗
る

大
な
る

を
以
て

全

體
と

し

て

の

サ

ー

ム

即
熱
量
は

他
炭
に

此

し
大
な

る

遯
色
な
き

事
と

信
す

牛
骸
炭、

撫

順
炭
の

牛
骸
炭
に

就
き

7
イ

ッ

シ
ャ

i

氏
の

分
析
せ

る

値
の

甼゚
均
を
示

せ

ば
左
の

如
し

　 　 　 　 右

灰 鋤

継
購

　 　 定 　 鐵 ．瓩

’

色 　 　 　 中 　 當 　 　 發

　　炭 簔 呈

相 黄 ・ 礁 1 瀚

　 　 　 　 に 一

　 　 　 　 於 最 最

　　 　　 け
低 高

　 　 　 　 る

　 　 　 　 工

　 　 　 　 業
　 　 　 　 分
　 　 　 　 祈
　 　 　 　 結
　 　 　 　 果

　 　 七 　 の 六 七 七
一

汚 髦呂三祠甚誌 重
白 ニ

ー
四 を 八 九 一 一

色 〃 〃 ％ 示 　 　 ” ％
　 　 　 　 せ

　 　 　 　 ば

窒 水

素 素

揮

　

發

　

　
分

灰

　

　

　

　

分

發

　

熟

　

量

配
合

、

寓

逹
屋

炭
九

〇
本

溪
湖

炭
一

〇

一
二

・
亠

ハ

五

％

丁
冒

＝

”

　

　

＝
・
九

〇

％

　

　
一

四・
五

五
〃

七、
二

七

八

カ

ロ

リ

ー
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低
温
タ

ー

ル
，

撫

順
炭
の

低
温
乾
餾
に
依

り
得
ら
る

」

タ

ー

ル

は
一

〇

1
一

七

％
に

し

て

獨
逸

に

於

け
る

褐
炭
の
「

種
な
る

低
温
乾
餾
用
炭
よ

り
塵

出
卒

大
な
る

塲
合
あ
り

、

撫

順
炭

低
温
タ

ー

ル

は

黒
緑
色
濃
稠
の

液
に

し

て

水

分
を
エ

マ

ル

ジ
．

ン

歌
態
に
て

含
有
し

靜
置
す
る

も
析

出
せ・
ず

．

而
し

て

僅
微
な

る

酸
性
反
應
を
呈
す

、

水

分
二
。

八

八

％
、

比

重

丁
○
〇
六

、

炭
膿

○
・
四
九
五

％
、

友

分
○・
〇

五

五

％
、

發
熱
量
八

、

六

七

九
カ
ロ

リ

ー

に
し
て

此
の

試

料
を
減
壓
蒸
溜
を
行
ひ

購
力
二

〇
粍
壓
に

て

三

二

〇

度
に

至

る
、

低
温
タ

ー

ル

よ

リ
ピ

ッ

チ

を
分
別
し
た
る

後
零
下
一

〇
度
に

冷
却
し
パ

ラ

フ
ィ

ン

を．
去
り

之

を
粗
油
と

稱
せ

り

更
に

之
を
ナ

ト
ロ

ン

濾
汁
〔

一

％
苛
性
曹
達
法
）

に

て

フ
呂

ノ

ー

ル

を
分
離
し
殘
油
を
三

〇
〇
度
の

過

熱
蒸

汽
を
通
じ

分
溜
を
行
ぴ

溜
油
を

輕
油
と

稱

し
殘
油
を

重
油
と

稱
せ

り

其
の

各
量
は

次
の

如
し

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

粗
湘
よ
り

の

％

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
ウ

ル

テ

ー

ル

よ

り
の

％

輕重7、
　
エ

　

ノ

パ

　
ラ

　
フ

　
イ

コ

　
　

U
　
　
　

ク

ス
ン ル 油 油

三

四
・
九

二

三
●
六

二

九
・
〇

　
六・
○

斯
く
し
τ

得
た
る

重

油
輕
油
の
一

般
性

質
を

檢
す
れ
ば
次
の

加
し

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
輕

　
　
汕

　

　

比

　
　
　
　
　

重

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
○．
九
一

　

　

引

　
　
火

　
　
無
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

七

度

　

　

發

　
　
火

　
　
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

〇

度

　

　

粘

度
（

二

σ
度
し

　

　

　

丁
二

四

　

　

發

熟

量
（

力
ロ

リ
ー

）

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

九
、

八

Q
九・
○

倚
右
の

外
低
温
タ
ー

ル

中
に

存
在
す

る
フ

ェ

ー

ル

に

就
て

劃
温

蒸
溜
を
行
ひ

し
結
果
は

次

の

如
し・

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
「

　

　

混

　
　

度

　
　
　
　
　
　

溜

一
八

〇
−
二

〇

〇

度

二

QO

ー冖
＝】
○
度

゜
ニ

ニ

O
ー
二

三

〇

度

講
話

及
資

料
　
　

撫
瞑山
灰

の

性
質
と

其
用

遽

　

液

二

〇
式

．
八

〇
〃

四
四
〃

｝

　
　

温

　
　

度

二

五

〇

ー
二
亠

ハ

○
由

反

二

六

〇
ー

二

七

〇
度

二

七

〇

1
二

八

〇

度

四 五 四 〇 九　　 　 の　 　 コ　 　 ．　 　 　
八 一 七 Q 七

　

重

　
　
沺

　

0
・

九

九

五

　
　一
五

〇
度

　
　一
九

三

度

　
　
一
・

認

＝
…

九
、

○
○』
ひ
五

溜

　
　
．

液

　
　
　
二

〇
瓦

　
　
　一

四
〃

　
　
　
＝

万

六

〇

九
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講
話
及

寳
料
　

　
接

順
炭
の

牲

質
と

其
用

逾

二

三

〇
ー

二

四

〇

度
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

二

瓦

二

四

〇

ー
二

五

〇

度
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

五
〃

二

八

〇

ー一
一
九
〇

度

二

九

〇
1
ー

三

〇
〇

度

六
一

〇

三

翼

＝

万

　
即
蒸
溜
は
…

七
五

ー
一

七

六

度
に

始
よ
り

色
淡
黄
色
に

し
て

漸
次
濃
稠
と
な

り
二

五

〇
度
以
上

の

も
の

に

あ
り
て

は

褐
色
を
帶
ぶ

　
之
等
の

諸
試
驗
よ

り
撫

順
炭
に

封
す
る

低
温
乾
餾
に

重
要
な
る

點
を
摘
記
せ

ば
左
の

如
し
（

一
）

本
炭
の

低
温
瓦
斯
は

他
の

石
炭
の

夫
れ
に

比

し

稀

薄
な
る

が

故
に

家

庭
用
と
し
て

使

用
し

得
（

二
）

牛
骸
炭
は

相
當
立

泯
な
る

も
の

を
生
じ
得
（

三
）

タ

ー

ル

は

原
炭
に

比

し

産
出
牽
多
く
フ
昌
ノ

ー

ル

含
有
量
少
く
他
の

有
用
な
る

成
分・
多
し

、

以
上

の

事
實
よ

り
撫
順
炭
は

低
温

乾
餾
に

は

甚
だ

適

當
せ

る

石
炭
な
り
と

信
す
る

を
得
れ

ど
も
窒
素
の

囘

牧
率
少
き
は

撫

順
炭
に

於

て

特
に

遺
憾
と
す
る

處
な
り

然
れ
ど

も
彼
の

モ

ン

ド

瓦

斯
發
生
爐
に

低
温
乾
餾
筒
を
裝
置
す
る

方
法
に

依
り
成
功
を

見
た
り

，

此

の

低
温
乾
餾
筒
を
附
せ
し

め

る

事
に

よ

り
一

日

四
五

〇
噸
を
瓦

斯
化
す
る

發
生

爐
に

於
て

電
力
一

キ

卩

ワ
ッ

ト

時
に

付
き
約
八
・

二

厘
の

利
益
と

な
り
然
も
作
業
費
は

寧
ろ

輕
減
せ

ら
れ

斯
く
し
て

得
た
る

低
温
ク
ー

ル

を
處
理

し

各
種
製
品
を
得
る

に

至
れ
ば

其
の

利
釜
の
一

暦
大
な
る

事
は

疑
び

の

餘
地

無
し

　
六

、

瓦
斯
化
用

炭
と

し
て

の

成

績

　

粉
炭
叉

は

粗
悪
炭
の

類
は

之
を
直
接
汽
罐
に

燃
燒
す

る

よ
り
も
瓦

斯
化
法
に

よ

り
て

使
用
せ

ぱ

同
時
に

ア

ム

モ

ニ

ア
，

タ

ー

ル

等
を

探
集
し

得
る

を
以
て

最
も
經
濟
的
な
る

や

言
を
俟
た
す
此
の

點
よ

り

し
て

撫
順
炭
の

如
く
瓦

斯
分
に

富
み

又

ク

ー

ル
、

ア

ム

モ

昌

ア

等
を
多
量
に

採
集
し
得
る

石
炭
は

甚
だ
好
邇

の

も
の

な
り

　

次
に

撫
順

炭
礦
に

於
け
る

モ

ン

ド

瓦

斯
製
造
成
績
を
使

用
原
炭
の

分
析
と

共
に

掲
げ
て

參
考
に

供
す

　
　
　

使

　
　
用

　
　

石

　
　

炭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良

　
炭
（

A
）

　
　

　
　

　
　

　
　

粗
惡
炭
（

B
）

　
　

　
　
　
　
　

A
豆

＋

B冖
2
（

電

量
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

五
・
七

〇
％

　

　

　

　

　

　
　

　

　
一

八
・

二

〇

％
　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
四
・

二

八

％

固 炭 窒 揮 灰 水

發

定

　
　
炭

素 素 素 分 分

發

戦…

量

（

BTU

／
封
度
）

　
九
・
三

三

〃

三

九
・
○
○
〃

　

丁
二

八
”

六

八
・
八

二

〃

四

八・
八

二

〃

一
　一
一

、

山
ハ

亠
ハ

七

三
一
・
一
六

〃

三
一
一
・
二

〇
〃

　一
・
〇
八
〃

五
一
・
二

七
〃

三

五
・

五

九
〃

　
九

、

五

九

八

一一
｛

ハ

・
亠
ハ

山
ハ

〃

二

九
・
二

〇
〃

　一
・
一

七
〃

五

二
・
四

五

〃

三

三
・
一
六

〃

一
〇

、

〇

四

囚
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發

生

瓦

斯

量
（

立

方

灰
／
噸
）

　

　

　

　

　

　

一
一
｝

、

一

〇
〇

　

　

　

　

　

　

　
七
一

、

八

〇

〇

　

　

　

　

　

　

　
九
一

、

一
八

〇

　
　

硫

安
（

二

五

％
ア

鍵
寵
）

　

　

　

　
九

・

　

　

六

八
・
一

　

　

　

七

四・

金

　
　

瓦

斯

望

髀
魚
券
畔

　

　

　
一
三

八

三
三

　

　

三
卆
・
七

　

　

一
三

・

三
四

　
モ

ン

ド

瓦

斯
發
生

爐
よ

り

得
ら
る

ム

副
産

物
た
る

硫
安
並
に

タ

ー

ル

は
同
法
施
設
上
經

濟
的
に

璽

用
な
る

も
の

に

し
て

硫
安

及
ク

ー

ル

の

價
格
は

石
炭
價

格
と
共
に

本

業
に

密
接
な
る

關

係
を
有
す
る

も
の

な
る

は

明
な
り

例
へ

ば
大
正
一
「

年
に

於
け
る

發
生

燼
瓦

斯

焚
燒
發
電
費
「

キ

ロ

ワ
ッ

ト

時
五

・

八

三
三

厘

の

如
き
低
廉
を
示

せ

る

は

全
く

敍
上

の

關
係
に

よ

る

も
の

な
り

本
發
生

爐
に

よ

り
て

牧
得
す
る

硫
安
の

全
窒

素
は

約
二

〇
・

九
％
、

游
離
酸
〇

二

四

鮨

の

品

質
の

も
の

に

し
て

共
の

タ

ー

ル

は

脱
水
せ

る

も
の

と

し
て

約
三

％
に

し
て

比

重
一

・

〇
三
一

發
熱
量
七

、

〇
四

〇
カ
ロ

リ

ー

な
り
此

の

タ

ー

ル

を
「

○
噸
罐
に

て

工

業
的
に

蒸
溜
を
行
ひ

し
結
果
は

左
の

如
し

蒸 ビ ア 重 中 輕 水

溜
。
ζ

撹 宅
失 チ ン 油 油 油 分

　

　
　

温

　
　

度

　

　
一
七

〇
度
以

下

一

七

〇

ー
二

三

〇

度

二

三

〇

ー
二

七

〇

度

＝

七

〇

i
二

八

〇
度

上

　
　
重

一
・
OO

二

〇・
九

六

〇・
九
七

〇・
九

八

〇
・

九

九
九

丁
→
五

溜
田

量
％

一
三
・
○

　

一
・
四

　

五・
八

一
〇
。
八

　

九・
〇

五
一
・
〇

　

九
・

○

フ

ヱ

ノ

ー

ル

含

有
量

％

　
　
　

二

五
・
五

　
　
　

二

六
・
O

　
　
　

二

二
・
○

次
に

撫

順
炭
を
市
街
瓦
斯

製
造
原
料
と

し
て

使
用
せ

る

場
合
の

成
績
を
擧
ぐ

れ
ば
左
の

如
し

　
　
　
　

　

　
　
瓦

斯
發
生
量
及
副
産
物
牧
得
量

　
　

炭

　

種

　

　
工

　
揚

　

　
顯

貔
如
騒

　

湊
歩

留
％

　

午
・

量
（

％
）

・

・

：
ア

液
（

％
）

　
　

東

　

　

癰
（

粉
）

　

　

　

　

　

撫

　

　

　

順

　

　

　

　

　

　一
一
、

二

〇

〇

　

　

　

　

　

六

〇・
五

　

　

　

　

　

五
・

一

六

　

　

　

　

　

九・
四

　
　

老

虎

翼
粉
）

　

　
甌

　

　

　

　

＝

三
〇

〇

　

　

六

〇

6

　

　

四

⊥
ハ

八

　

　

九

二

　
　

萬

逹

屋
（

粉
）

　

　

同

　

　

　

　

　

＝一
、

三

〇
〇

　

　

　
六

〇・
七

　

　

四
・

六

八

　

　

九・
O

撫
順
炭
は

瓦

斯
發
生

量
多
け
れ

ど
も
生

成
骸
炭
の

性
質
脆
弱
な
り

と

通

稱
せ

ら
る

上

は

撫
順
炭
礦
中
西
部
の

石
炭
に

就
き

て

云

ふ

事
に

し
て

東
部
炭
は

瓦

　
　
　

講
話

及

賚

料
　
　
接
順
炭
の

性
質
と

其
用

逾
　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
六
一
一
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講

話
及

賓
料

　

　
撫
順

歳
の

性
質

と

其
用

途

欺
炭
と
し
て

好
遖
な
る

も
の

な
り
上
記
炭
種
を
原
料
と
せ

る

石
炭
瓦

斯
の

成
分
を
擧
ぐ
れ
ば
左
の

如

し

萬 老 束 炭

逹 虎

屋 台 郷
ダ へ 　　 　　

琶琶琶 種
瓦

斯

分

析

表

炭
酸
瓦

斯
％
　
　
酸

　
素

％

山
ハ

・
二

〇
　

　
　
　

　

〇
・

二

七
・

六

〇

　

　

　

〇・
四

六・
OO

　

　

　

O・
二

一

酸
化

炭
素

％

　

七・
六

　

九
・
八

　
一

丁

四

不

飽
和

炭
化
水
素

％
　
メ

タ

ン

％

　

　
二
・
八

　

　

　
三

四・
○

　

　一
二

。

八

　

　

　

三

八
・
四

　
一
二
。
四

　

　

　
三

六・
四

六
一
二

水

素
％

　

窒

素

％

四
七
。
八

　

　

　
二
・
四

三
一
・

一
　

　
　

二

二

三

〇・
四

　
　

　

三

二

BTU五
一

〇

五
一
四

五

三

〇

　

之
を
要
す
る

に

撫
頤

炭
は

亦
瓦

斯
化
用
と

し
て

最
逋

に

し

て

特
に

副
産
物
の

良
質
な
る

も
の

を
得
ら
る
」

事
の

強
味
あ
り
夏
に

市
街
瓦

斯
用
と

し
7
．
−
は
東

部
炭
を
使
用

せ

ぱ
良
質
の

骸
炭
を
も
得
ら
れ

共
の

副
産
物

た
る

硫

安
と

相

俟
つ

て

石

炭
價
格
騰
貴
の

今
日

大
に

該
事
業
の

［

端
を
補
ひ

得
る

も
の

な

り
と

信

す

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

終
）
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